
﹇
ホ
・
ヘ

略
﹈

﹇
ホ
・
ヘ

同
上
﹈

﹇
八
〜
十
三

略
﹈

﹇
八
〜
十
三

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
等
課
程
及
び
専
門

課
程
並
び
に
同
法
第
百
二
十
五
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
専
攻
科
に
限
る
。）に
対
す
る

入
学
金
、
授
業
料
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
の
支
払
に
係
る
も
の

条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
等
課
程
及
び
専
門

課
程
に
限
る
。）に
対
す
る
入
学
金
、
授
業
料

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
支
払
に
係

る
も
の

省

令

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
五
年
国
土
交
通
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、

当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
五
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
縦
覧

等
）

（
法
第
五
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
縦
覧

等
）

第
八
条

法
第
五
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

縦
覧
等
は
、
次
に
掲
げ
る
縦
覧
等
と
す
る
。

第
八
条

法
第
五
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

縦
覧
等
は
、
自
賠
法
第
九
条
第
六
項
（
同
法
第
九

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
証
明
書
の
縦
覧
等
と
す
る
。

一

自
賠
法
第
九
条
第
一
項
（
道
路
運
送
車
両
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
三

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
自
賠
法
第

九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
く
証

明
書
の
縦
覧
等

二

自
賠
法
第
九
条
第
六
項
（
自
賠
法
第
九
条
の

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
証
明
書
の
縦
覧
等

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
）

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
）

第
九
条

民
間
事
業
者
等
が
、
法
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
証
明
書
の

縦
覧
等
に
代
え
て
当
該
証
明
書
に
係
る
電
磁
的
記

録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
縦
覧
等
を
行
う
場

第
九
条

民
間
事
業
者
等
が
、
法
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
前
条
に
規
定
す
る
証
明
書
の
縦

覧
等
に
代
え
て
当
該
証
明
書
に
係
る
電
磁
的
記
録

に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
縦
覧
等
を
行
う
場
合

一

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
縦
覧
等
を
行
う
場

合

当
該
事
項
を
当
該
事
項
の
提
示
を
受
け
る

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表

示
す
る
方
法

二

前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
縦
覧
等
を
行
う
場

合

当
該
事
項
を
当
該
民
間
事
業
者
等
又
は
当

該
事
項
の
提
示
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
の
映
像
面
に
表
示
す

る
方
法

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

は
、
当
該
事
項
を
当
該
民
間
事
業
者
等
又
は
当
該

事
項
の
提
示
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
そ
の
他
の
機
器
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

規

則

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
三
号

民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等

に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
等
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
五
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
一
〇

一
七

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
、職
員
の
利
益
の
保
護
及
び
職
員
の
能
率
の
発
揮
を
目
的
と
し
て
、

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
た
め
の
措
置
及
び
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、「
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
職
員
の
職
務
に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
等
（
以
下
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
等
」
と
い
う
。）か
ら
の
言
動
で
あ
っ
て
職
員
が
従
事
す
る
業
務
の
性
質

そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
る
も
の
に
よ
り
、
職
員
が
精
神
的
若
し
く
は
身

体
的
な
苦
痛
を
与
え
ら
れ
、
職
員
の
人
格
若
し
く
は
尊
厳
が
害
さ
れ
、
又
は
職
員
の
勤
務
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を

い
う
。

（
人
事
院
の
責
務
）

第
三
条

人
事
院
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
及
び
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
の

対
応
（
以
下
「
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
企
画
立
案
を
行

う
と
と
も
に
、
各
省
各
庁
の
長
が
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
の
た
め
に
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
調

整
、
指
導
及
び
助
言
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
各
省
各
庁
の
長
の
責
務
）

第
四
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
が
そ
の
能
率
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
勤
務
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
カ
ス

タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
な
措
置
を
迅
速
か
つ
適
切
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
当
該
各
省
各
庁
に
属
す
る
職
員
が
他
の
各
省
各
庁
に
属
す
る
職
員
（
以
下「
他
省
庁
の
職
員
」

と
い
う
。）か
ら
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
生
じ
さ
せ
る
言
動
を
受
け
た
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
省

庁
の
職
員
に
係
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
、当
該
他
省
庁
の
職
員
に
対
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
当
該
他
省
庁
の
職
員
に
対
す
る
指
導
等
の
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
調
査
又
は
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
た
各
省
各
庁
の
長
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
必
要
と
認
め
る
協

力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

各
省
各
庁
の
長
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
の
申
出
、
当
該
苦
情
等
に
係
る
調
査
へ
の
協

力
そ
の
他
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
の
職
員
の
対
応
に
起
因
し
て
当
該
職
員
が
職
場
に
お
い
て

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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